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あ
っ
て
、
高
校
生
ぐ
ら
い
か

ら
親
し
ん
で
き
た
。「
自
分

の
思
い
を
述
べ
る
の
に
ち
ょ

う
ど
い
い
器
」
と
い
う
。

　
タ
イ
ト
ル
の
「
漆
桶
」
は
、

愚
か
な
坊
さ
ん
、
わ
け
が
わ

か
ら
な
い
や
つ
と
い
う
意

味
。
大
下
さ
ん
の
第
七
歌
集

で
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０

１
８
年
の
間
の
作
品
５
百
余

首
を
収
め
た
。
朝
の
お
勤
め

を
終
え
て
、
剪
定
鋏
を
持
っ

て
庭
に
出
て
四
季
の
移
ろ
い

を
感
じ
な
が
ら
庭
掃
除
を
す

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
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土
地
を
貸
し
た
り
借
り
た
り

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
。
先
の
大
戦
の
空
襲
な
ど
で

家
を
失
い
、
先
ず
住
む
こ
と
が

先
決
で
土
地
を
貸
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
小
さ
な
家
で
も
建
て
て

生
活
す
る
こ
と
が
急
務
で
し

た
。
土
地
を
所
有
し
て
家
を
建

て
る
と
い
う
余
裕
が
な
か
っ
た

時
代
で
す
。
借
り
る
に
あ
た
っ

て
も
口
頭
で
契
約
書
な
ど
な
い

場
合
も
多
く
、
家
を
建
て
て
か

ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て

契
約
を
結
び
、
借
地
権
相
当
額

の
金
員
の
授
受
も
な
い
場
合
が

殆
ど
の
よ
う
で
す
。

　
現
在
は
家
を
建
て
る
た
め
に

土
地
を
借
り
る
場
合
、
借
り
る

側
に
借
地
権
が
あ
り
、
土
地
の

所
有
者
は
底
地
権
を
持
っ
て
い

ま
す
。
地
代
を
払
っ
て
い
れ
ば

借
地
権
は
認
め
ら
れ
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
権
利
の
割
合
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
地
の
場

合
は
借
り
手
が
６
割
、
貸
し
手

が
４
割
を
持
つ
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
話
し
合
い
で
権
利
を

買
い
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

借
地
権
は
土
地
所
有
者
の
同
意

が
な
け
れ
ば
登
記
で
き
な
い
の

で
銀
行
の
担
保
に
は
供
せ
ま
せ

ん
。
居
住
用
の
土
地
は
財
産
と

し
て
大
き
な
も
の
な
の
で
底
地

権
を
土
地
所
有
者
か
ら
譲
り
受

け
完
全
な
所
有
権
を
持
つ
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
借
地
人
は
底
地
権
を
買

い
取
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
で
す
。

■
日
向
建
設
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借
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（
旧
法
）
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短
歌
界
で
最
も
権
威
あ
る

「
迢
ち
ょ
う
空く
う
賞
」
に
、
鎌
倉
・
瑞

泉
寺
住
職
・
大
下
一
真
さ
ん

（
73
）
の
歌
集
『
漆し

っ
桶つ

う』（
現

代
短
歌
社
刊
）が
選
ば
れ
た
。

角
川
文
化
振
興
財
団
の
主
催

で
、
今
年
で
56
回
目
。
前
年

１
月
か
ら
12
月
に
刊
行
さ
れ

た
歌
集
の
中
で
最
も
優
れ
た

も
の
に
与
え
ら
れ
る
。
４
月

21
日
に
発
表
が
あ
り
、「
僕

な
ん
か
が
も
ら
っ
て
い
い
の

か
」
と
大
下
さ
ん
。

　
歌
は
家
庭
の
中
で
身
近
に

短
歌
の
栄
誉
「
迢
空
賞
」
受
賞

プ
ー
ル
に
ア
ー
ト
作
品

世
界
の
国
旗
を

ボ
ー
ト
に

鎌
倉
彫
の
御
朱
印

海
の
ほ
と
り
美
術
館

６
月
５
日
ま
で
逗
子

小
学
生
50
人
参
加

は
ん
こ
の
魅
力
発
信

敷
か
れ
て
い
た
。
今
残
っ
て

い
る
レ
ー
ル
は
こ
こ
だ
け

で
、
車
両
基
地
跡
地
も
開
発

が
進
ん
で
い
る
。

　
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
ど
れ

ほ
ど
立
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た

く
ま
し
い
野
草
が
の
び
の
び

と
勢
力
争
い
を
し
た
結
果
、

枕
木
も
砂
利
も
す
っ
か
り
覆

い
隠
さ
れ
た
。
線
路
が
露
出

す
る
わ
ず
か
な
部
分
は
そ
の

下
が
小
川
と
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
よ
く
線

路
を
歩
い
た
。
電
車
が
通
っ

た
後
は
血
に
似
た
臭
い
が
し

た
。
鉄
の
に
お
い
も
、
こ
こ

で
は
薄
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

　
水
彩
画
　
36
×
51
㎝

　
深
沢
の
車
両
基
地
と
大
船

駅
を
つ
な
ぐ
線
路
が
こ
こ
に

55

「
鉄
路
残
影
」黒

川
　明

が
大
切
」
と
振
り
返
り
、「
作

品
は
ど
れ
も
我
が
子
の
よ
う

で
、
で
き
の
い
い
の
も
悪
い

の
も
同
様
に
い
と
お
し
い
」

と
話
す
。

　
現
在
、歌
誌
「
ま
ひ
る
野
」

編
集
発
行
人
、
鎌
倉
歌
壇
会

長
、
鎌
倉
同
人
会
副
理
事
長

な
ど
を
兼
任
。

　「
車
を
手
放
し
た
い
け
ど
、

手
続
き
が
面
倒
」「
安
心
し

て
車
を
売
り
た
い
」
そ
ん
な

人
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、

鎌
倉
・
逗
子
周
辺
で
実
績
多

数
の
車
買
取
専
門
店
「
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」
に
相

談
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。「
支
払
っ
た
自
動
車

税
は
、
売
却
さ
れ
て
も
、
翌

月
以
降
分
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。（
軽
自
動
車
除
く
）

乗
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

方
や
、
売
却
を
考
え
て
い
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
坂
野
代
表
。

　
同
店
で
は
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
地
域
密
着
の
出
張

査
定
に
特
化
す
る
こ
と
で
、

抑
え
た
固
定
費
を
買
取
金
額

に
還
元
。
他
社
で
年
式
が
古

い
、
走
行
距
離
が
多
い
等
の

理
由
で
、
査
定
額
が
０
円
と

言
わ
れ
た
車
も
最
低
２
万
円

以
上
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る

（
１
６
０
０㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）。
代
金
は
即
日
現
金

払
い
で
、
名
義
変
更
の
完
了

通
知
書
が
届
く
の
で
安
心
。

　
親
切
で
丁
寧
と
評
判
の
ハ

ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
。
一

度
、
連
絡
を
し
て
み
て
は
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
売
ろ
う
か
検
討
中
な
ら

任
せ
て
安
心
・
地
元
の
車
買
取
店
へ

無料で出張査定に伺います

瑞
泉
寺
住
職
・
大
下
一
真
さ
ん

第
１
回
迢
空
賞
受
賞
の
吉
野
英
雄
氏

色
紙
の
前
で
大
下
さ
ん
＝
瑞
泉
寺
で

薄毛治療に特化したクリニック。
治療経験豊富な医師が診察し、女性
の薄毛の進行予防・改善にも役立
つ治療法が充実しています。

治療薬薄毛にも が

進行を止める、
発毛を促す
薄毛治療専門クリニック
１
2
3

ポイ
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2022.06

徒歩２分

駅近

ご予約・
お問合せ

生え際が
気になる

根元が
立ち上がらない

分け目の
地肌が見える

飲み薬だけで進行ストップ

薬は1カ月分から処方

正規の薬を適切な費用で

鎌倉彫の御朱印展

　
鎌
倉
市
御
成
の
印
章
店「
鎌

倉
は
ん
こ
」
の
代
表
・
月
野

允み
つ

裕ひ
ろ

さ
ん
（
42
）
が
、
鎌

倉
彫
の
職
人
ら
と
の
共
同

で
、
鎌
倉
彫
の
御
朱
印
を
制

作
し
て
い
る
。

　
古
都
鎌
倉
に
相
応
し
い
御

朱
印
を
考
案
し
、
鎌
倉
彫
や

御
朱
印
文
化
の
魅
力
を
発
信

し
よ
う
と
４
年
前
か
ら
構
想

を
練
り
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
支
援
す
る
「
鎌
倉
市
商

工
業
元
気
ア
ッ
プ
事
業
」
の

認
定
を
受
け
、
鶴
岡
八
幡
宮

る
生
活
の
中
で
、
こ
の

時
期
は
本
山
・
円
覚
寺

に
出
仕
し
大
き
な
お
役

目
を
果
た
し
た
り
、
養

母
を
見
送
っ
た
り
、
息

子
を
専
門
道
場
に
出
し

た
り
と
多
忙
な
時
期
だ

っ
た
。「
で
も
緊
張
感

と
、
鎌
倉
十
三
仏
の
寺
な
ど

の
計
43
個
の
御
朱
印
を
制
作

し
た
。

　
素
材
は
「
鎌
倉
市
の
木
」

で
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ツ
ゲ

で
、
鎌
倉
彫
職
人
た
ち
が
寺

ご
と
に
ア
ジ
サ
イ
や
竹
、
ウ

メ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
し

て
漆
を
塗
り
、
月
野
さ
ん
が

印
面
を
彫
刻
し
、
印
影
を
忠

実
に
再
現
し
た
。

　
奉
納
す
る
前
に
、
市
民
に

見
て
も
ら
お
う
と
２
月
と
３

月
に
行
っ
た
展
示
会
に
副
市

長
や
関
係
者
の
他
、
延
べ
約

５
５
０
人
が
来
場
し
、
好
評

だ
っ
た
。
早
け
れ
ば
６
月
に

奉
納
す
る
と
い
う
。

　
相
模
湾
を
望
む
逗
子
の
小

坪
飯
島
公
園
プ
ー
ル
が
ア
ー

ト
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
る

「
海
の
ほ
と
り
美
術
館
」
が

６
月
５
日
ま
で
開
か
れ
て
い

る
＝
写
真
。

　
大
型
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
空
間
ア
ー
ト
）
は
、
行

政
、
学
校
、
漁
師
、
地
元
企

業
、
市
民
団
体
、
延
べ
３
千

人
以
上
の
市
民
の
力
が
結
晶

す
る
作
品
で
、
プ
ー
ル
の
上

を
ボ
ー
ト
に
乗
り
な
が
ら
鑑

賞
も
で
き
る
。

　
作
品
制
作
の
中
心
と
な
っ

た
の
は
国
内
外
で
の
実
績
を

持
つ
市
内
在
住
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
松
澤
有
子
さ
ん
（
46
）。

子
育
て
を
し
な
が
ら
各
地
を

回
る
生
活
か
ら
故
郷
の
逗
子

に
戻
り
、
２
０
１
７
年
の
逗

子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
を
き
っ
か
け
に
翌
年
か

ら
地
元
と
の
関
わ
り
を
深
め

な
が
ら
市
民
と
制
作
を
進
め

て
き
た
。
プ
ー
ル
の
中
に
浮

か
ぶ
全
長
８
ｍ
の
舟
の
オ
ブ

ジ
ェ
は
、
市
立
小
学
校
の
児

童
ら
が
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
海
岸
で
拾
っ
た
漂

着
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
熱
し
て

紡
い
だ
糸
で
編
み
上
げ
た
も

の
。
各
自
が
糸
を
自
宅
に
持

ち
帰
り
、
ら
せ
ん
状
に
編
む

と
い
う
分
散
型
の
手
法
に
幅

広
い
年
齢
層
が
参
加
し
た
。

　
平
日
11
～
16
時
、
土
日
曜

10
～
16
時
半
。
観
覧
料
５
百

円
、中
学
生
以
下
無
料
。　（
Ｋ
）

　「
ボ
ー
ト
に
国
旗
を
描
い

て
世
界
の
国
々
と
海
で
つ
な

が
ろ
う
！
」を
テ
ー
マ
に「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
ボ
ー
ト
づ

く
り
」
が
葉
山
町
の
一
色
海

岸
で
Ｇ
Ｗ
中
行
わ
れ
、
６
日

間
で
約
50
人
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　
今
年
30
周
年
の
葉
山
芸
術

祭
の
催
し
で
、
参
加
は
３
回

目
。
御
用
邸
前
交
差
点
近
く

の
飲
食
店
「
一
色
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
」
が
主
催
し
、
食
を
通
し

て
子
育
て
世
代
の
支
援
を
行

う
「
は
や
ま
食
卓
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
協
力
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
国
旗
カ
ー

ド
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
で
各
国

の
情
報
を
学
び
、
お
気
に
入

り
の
国
旗
の
下
絵
を
練
習
し

た
あ
と
海
岸
に
移
動
。
同
店

所
有
の
白
い
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト

に
絵
具
で
国
旗
を
描
い
た
。

　「
配
色
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
看
板
に
似
て
い
る
」
と

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
国
旗
を
選

ん
だ
子
や
「
月
と
星
が
か
っ

こ
い
い
」
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
旗
に
興
味
を
持
っ
た
子
、

青
い
空
と
黄
色
の
麦
畑
を
象

徴
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗

を
描
く
子
が
い
た
。
乗
船
体

験
後
、
特
製
弁
当
を
輪
に

な
っ
て
食
べ
る
楽
し
み
も
。

　
同
店
と
一
色
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ

の
オ
ー
ナ
ー
齋
藤
淳
太
さ
ん

（
56
）
は「
こ
の
子
た
ち
が
親

に
な
っ
て
自
分
の
子
に
『
こ

れ
は
私
が
小
さ
い
頃
に
描
い

た
絵
だ
よ
』
と
言
え
る
よ
う

続
け
て
い
き
た
い
」
と
31
艘

の
ボ
ー
ト
に
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
託
し
た
。
　
　
　（
Ｋ
）

優
秀
選
手
・

　

功
労
者
を
表
彰

鎌
倉
市
体
協

　
鎌
倉
市
体
育
協
会
（
加
藤

清
和
会
長
・
30
団
体
）
は
各

団
体
が
推
薦
す
る
功
労
者
５

人
、
令
和
３
年
度
に
活
躍
し

た
優
秀
選
手
13
人
、
優
秀
団

体
３
を
５
月
20
日
鎌
倉
芸
術

館
で
表
彰
し
た
。
カ
ッ
コ
内

は
推
薦
団
体
。（
敬
称
略
）

　【
体
育
功
労
賞
】
渋
沢
直

美
（
水
泳
）
栗
原
妙
子
（
弓

道
）
赤
羽
根
亮
子
（
ス
キ
ー
）

深
澤
隆
史
（
サ
ッ
カ
ー
）
仁

平
裕
子
（
太
極
拳
）

　【
優
秀
選
手
賞
】
伊
藤
槙

紀 

（
卓
球
） 

田
島
圭
介
・
熊

谷
知
子
・
野
井
貴
史
・
美
濃

部
公
貴
・
山
極
澄
夏
・
野
井

瑞
稀
・
菅
心
寧
・
井
上
航
（
以

上
水
泳
）
今
井
亜
由
奈
（
陸

上
競
技
）
前
田
忠
昭
・
松
岡

隼
（
以
上
テ
ニ
ス
）
林
田
優

希
（
ス
キ
ー
）

　【
優
秀
団
体
賞
】
三
菱
電

機
鎌
倉
製
作
所
テ
ニ
ス
日
本

リ
ー
グ
チ
ー
ム
、
鎌
倉
宮
カ

ン
ト
リ
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
、

鎌
倉
四
十
雀
（
サ
ッ
カ
ー
）


